
15 14

　フィリピン有数の大きな島である
ボホール島には、美しい自然や希少
動物が見られる観光スポットが数多
くあります。
　ボホール島は「コーラルトライア
ングル（サンゴ礁の三角地帯）」海
域の一部に位置し、海洋生物多様性
が極めて高い上に、石灰岩のカルス
ト地形、沿岸のマングローブ、熱帯
雨林なども広がり、陸上の生物多様
性も豊かです。円錐形のチョコレー
ト・ヒルズや、二重に形成されるバ
リアリーフなど、独特の自然景観が
形成され、多様な固有種を含む豊か
な動植物も存在します。世界最小ク
ラスの霊長類ターシャ（メガネザル）
がその代表例です。この島の孤立し
た環境は固有種の進化を促進し、ま
たフィリピン諸島を通過する渡り鳥
にとって重要な中継地にもなってい
ます。

　 ボ ホ ール 州 政 府 観 光 事 務 所 は
2000 年代前半から州全土でエコ
ツーリズム振興プログラムを始めま
した。ボホール州内の観光資源の「再
発見」とエコツアー開発への取り組
み、「エコカルチャルツーリズム」の
推進が動き出したのは、約 10 年前
の 2016 年です。ボホール州環境法
典の改訂版によれば、エコカルチャ
ルツーリズムは「生物多様性の保全
と、地域固有の自然・文化遺産の持
続的な活用を両立させる観光」と位
置づけられています。同改訂版では、
地域コミュニティが主体となって観
光資源の管理・運営に参画し、観光
による経済的利益が地元に還元され
る仕組みづくりが重視されています。
また、観光地の開発・運営にあたっ
ては、環境保全基準の遵守、文化遺
産の保護、訪問者数や活動内容の適
切な規制、環境教育の推進などが奨
励されています。市町村レベルでも
エコカルチャルツーリズム計画の策
定が目標とされました。こうした取
り組みは、地域の持続可能な発展と、
観光客と住民双方の満足度向上を目
指すものです。

　ボホール島は 2023 年にフィリピ
ン初のユネスコ世界ジオパークに認

定されました。2025 年９月時点で、
国内で認定されているのはまだここ
だけです。2023 年には観光旅客数
が 100 万人を突破するなど、コロ
ナ禍後のリベンジ観光にも直面する
中、豊かな自然を残しつつ、多様な
観光ニーズに対応するための試練が
続いています。例えば、1990 年代
後半に始まり、長年人気を集めてき
たクジラの餌付け＋ホエールウォッ
チングのツアーは、近年の観光客急
増によって環境やクジラへの悪影響
が確認されたことから、2025 年 3
月にボホール州条例で禁止されるこ
とになりました。環境問題に対して、
観光を犠牲にしてでもできる限りの
措置を講じる、ボホール州の「本気」
を垣間見た気がしました。

観光事業者にとっては厳しいとも取
られかねない措置を実行できた背景
には、地域社会や行政、観光事業者
が一体となり、島の未来を守るため
の議論と行動を重ねてきた歩みがあ
ります。島の人々と話す中で、彼ら
が豊かな自然を心から誇りに思い、
その自然を次世代へ継承していくこ
とがボホール島の発展に不可欠だと
いう共通認識が持たれていることを
感じました。こうした誇りと責任感
を原動力に、ボホール島がフィリピ
ンのエコツーリズムを牽引していく
姿を、一観光客としても、応援し続
けたいと思います。

観光促進と環境保全の両立に向けて
フィリピン・ボホール島が取り組む本気のエコツーリズム

藤原 純子（OPMAC 株式会社 上席コンサルタント）、 鹿野 詩織（同社コンサルタント）
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木技術者の案内付きで普段立ち入ることのできないダムの
内部を見学するというファムトリップに参加してきました。

企画は建設会社の佐藤工業株式会社と、地域の宝を活かした観光
事業を支援するまちづくりラボ・サルベージ株式会社です。
　このファムトリップへの参加のきっかけは、当会が毎年開催して
いる全国エコツーリズム学生シンポジウム等でお付き合いのある
先生からの紹介で、佐藤工業の土木事業本部インフラツーリズム
事業化研究会の方にお会いし意見交換をしたことでした。
　建設会社の部署の中にインフラツーリズムを事業化するための
研究会が設置されていることに軽い驚きを覚えました。理由を伺
うと、道路や橋梁、トンネル、水道、ダム等の土木の現場や、施設
等の建築現場で働いている人に対する周囲からの視線は冷たいも
のがあり、それらのインフラは私たちの生活に非常に重要な役割
を果たしているにもかかわらず、現場の従事者は辛い思いをするこ
とがある、それを何とかしたいという思いから始まったということ
でした。私たちの生活の中でインフラは当たり前のようにあること
が求められますが、それらを維持、管理することの大切さが顧みら
れていない現状があります。それぞれのインフラの仕組みや作られ
た背景等を土木技術者から話を聞くことで、暮らしを支えるインフ
ラの重要性を伝えたいということが目的にありました。
　お話を伺い、当たり前に存在する自然の大切さを伝えることと

共通する部分が多いこと
に気づかされました。ま
た、私自身も建 築現 場等
に対して冷たい目で見てい
たことを思い出しました。
新たな開発に対しては慎
重に考える必要があると
思いますが、現在の生 活
や産業の基盤となるイン
フラ施設に対してもっと知
り理解を深めることの必
要性を感じました。身近に利用してい
ながら、どのような仕組みで動いてい
るのか、ほとんど知らず、また自分が
知らないことにも気が付いていない人
がほとんどではないでしょうか。
　今回のファムトリップでは鬼怒川上
流にある二つのダムを見学し解説を
聞きました。最も印象に残ったのはダ
ムから放水する水の温度までが管理
されているということでした。あれだ

けの大きな施設の中で、そこ
まできめ細やかな配慮が下流の人々に対して行われている
ことに驚きました。ダム見学の後、下流に位置する川治温
泉でガイドの案内でまち歩きを楽しみ、ダムと街道に翻弄
された温泉街の話を聞き、ダムと人の暮らしがつながって
いきました。
　今後も他業界との交流を図ってまいります。

鬼怒川上流ダム群インフラ見学ファムトリップに参加

日本エコツーリズム協会活動報告

川治ダム資料館にてダムカレー。

アーチ式ダムとして関東最大の高さを誇る堤高 140 ｍの川治ダム。普段は立ち入ることができない、
反り立つ壁の中腹にあるキャットウォークと呼ばれる点検用通路。

インフラツーリズムモニターツアー

高野千鶴（日本エコツーリズム協会事務局）

1956 年築の五十里ダム。当時、アメリカ
の最新技術を学びながら日本人技術者の手
探りの努力で築かれた。

川治温泉「祝い宿寿庵」の「かわ
じい」の焼き印が入ったお菓子
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